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(57)【要約】
【課題】ボタン操作を単純化しつつ多機能化及び多様化
することができる電子内視鏡を提供する。
【解決手段】体腔内に挿入され、先端部に対物光学系や
撮像素子が設けられた挿入部と、該挿入部を湾曲操作す
るためのアングルノブや電子内視鏡の種々の操作機能を
切り換えるための操作ボタンが設けられた操作部と、該
電子内視鏡とプロセッサとを接続し、該撮像素子によっ
て生成された撮像画像の画像信号を該プロセッサに伝送
し、該プロセッサ内に設けられたシステムコントローラ
からの制御信号や光源部からの照明光等を電子内視鏡に
伝送、伝播する接続部とからなる電子内視鏡であって、
操作部に設けられた操作ボタンはコネクタとして設けら
れるかあるいはコネクタ機能を有し、コネクタあるいは
コネクタ機能を有する操作ボタンには、該操作ボタンの
機能を有するアタッチメントを接続することができるこ
とを特徴とする電子内視鏡を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入され、先端部に対物光学系や撮像素子が設けられた挿入部と、該挿入部を
湾曲操作するためのアングルノブや電子内視鏡の種々の操作機能を切り換えるための操作
ボタンが設けられた操作部と、該電子内視鏡とプロセッサとを接続し、該撮像素子によっ
て生成された撮像画像の画像信号を該プロセッサに伝送し、該プロセッサ内に設けられた
システムコントローラからの制御信号や光源部からの照明光等を電子内視鏡に伝送、伝播
する接続部とからなる電子内視鏡であって、
　前記操作部に設けられた操作ボタンの少なくとも１つは、コネクタとして設けられるか
、あるいはコネクタ機能を有し、
　前記コネクタあるいは前記コネクタ機能を有する操作ボタンには、該操作ボタンの機能
のうち少なくとも２つ以上の機能を有するアタッチメントを接続することができることを
特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記アタッチメントは、少なくとも２つ以上の操作ボタンが設けられた増設ボタンユニ
ットであることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記増設ボタンユニットの各操作ボタンに設けられた抵抗の抵抗値が互いに異なること
を特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記増設ボタンユニットの複数の操作ボタンのうち、異なる二つ以上の操作ボタンにお
いて抵抗の合成抵抗値が互いに異なることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の電
子内視鏡。
【請求項５】
　前記アタッチメントは、伸縮自在のケーブルを介して前記コネクタあるいは前記コネク
タ機能を有する操作ボタンに接続され、該アタッチメントには、施術者の腕に該アタッチ
メントを固定することができるアームバンド等の固定具が設けられていることを特徴とす
る請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記アタッチメントは、前記操作ボタンとしてメンブレンスイッチを採用したボタンパ
ネルであることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡
【請求項７】
　前記アタッチメントは、前記操作ボタンとしてタッチセンサを採用した液晶タッチパネ
ルであることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記電子内視鏡は、前記プロセッサ内の画像処理部により生成された画像信号を基に画
像サイズを変更する信号処理部を備え、前記液晶タッチパネルは、該信号処理部により画
像サイズが変更された撮像画像を表示することを特徴とする請求項７に記載の電子内視鏡
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡に関し、特に操作部に増設ボタンが組み込まれた電子内視鏡に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　先端部が湾曲する電子内視鏡では、該電子内視鏡の操作部を把持しながら操作部に設け
られている種々の押しボタンを操作することにより、患者の体腔内の対象部位の撮像を行
ったり、対象部位や対物レンズを洗浄するための送気・送水を行ったりする。各押しボタ
ンには、光源のオンオフ、レーザ光のオンオフ、テレビモニタ上の画面のコピー、テレビ
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モニタ上の画面の静止（いわゆるフリーズ操作）等の内視鏡の操作に係る種々の機能がそ
れぞれ割り当てられており、さらに施術内容に合わせて押しボタンに割り当てる機能を変
更することもできる。また、昨今の電子内視鏡にあっては、照明光として白色光を利用し
た通常の内視鏡観察だけではなく、照明光として蛍光を利用した蛍光観察等も行われてお
り、通常の内視鏡観察と蛍光観察を切り換えるための切り換えボタン等も操作部に必要と
なる。
【０００３】
　このような電子内視鏡の操作部に設けられている押しボタンとして、特許文献１のよう
な構造が用いられている。特許文献１においては、押しボタンが二段押し込み式になって
おり、全押しと半押しが可能である。そして、単一のボタンの全押しや半押しだけでなく
、複数のボタンによる同時押しを組み合わせることにより、ボタンの押し込み状態に応じ
て異なる処理を実行することが可能となる。また、多くの操作機能を電子内視鏡の操作部
において実行及び制御することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１６７１３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、上記のような従来の押しボタンの構造においては、ボタンの全押し、半押し
、同時押しにそれぞれ異なる機能が割り当てられ、１つのボタンに複数の機能が割り当て
られている。このため、施術者がボタンの押し込み状態と実行される機能との組み合わせ
を把握して使いこなすには熟練を要する。また、ボタンの押し込みが全押しか半押しかで
実行される機能が変わることから、全押しと半押しを適確に行わなければ誤動作を招く可
能性もある。さらに、ボタンの押し込みの加減は施術者ごとに異なり、全押しと半押しの
区別は、実際にボタンを押し込んだときの感覚から把握せざるを得ないため、施術者によ
って内視鏡の動作が異なる可能性も出てくる。従って、施術者はボタンを操作する際にボ
タンの押し込み加減に気を配る必要があるため、患者の体腔内の部位に対する観察や治療
に集中することができなくなる可能性がある。
【０００６】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものである。本発明の目的は、単純なボタンの押
し込み操作により種々の機能を実行することができる増設ボタンを提供してより円滑な施
術を実現することが可能な電子内視鏡を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電子内視鏡は、体腔内に挿入され、先端部に対物光学系や撮像素子が設けられ
た挿入部と、該挿入部を湾曲操作するためのアングルノブや電子内視鏡の種々の操作機能
を切り換えるための操作ボタンが設けられた操作部と、該電子内視鏡とプロセッサとを接
続し、該撮像素子によって生成された撮像画像の画像信号を該プロセッサに伝送し、該プ
ロセッサ内に設けられたシステムコントローラからの制御信号や光源部からの照明光等を
電子内視鏡に伝送、伝播する接続部とからなる電子内視鏡であって、操作部に設けられた
操作ボタンの少なくとも１つは、コネクタとして設けられるか、あるいはコネクタ機能を
有し、コネクタあるいはコネクタ機能を有する操作ボタンには、該操作ボタンの機能のう
ち少なくとも２つ以上の機能を有するアタッチメントを接続することができる。
【０００８】
　好ましくは、アタッチメントは、少なくとも２つ以上の操作ボタンが設けられた増設ボ
タンユニットである。また、増設ボタンユニットの各操作ボタンに設けられた抵抗の抵抗
値が互いに異なる。さらに、増設ボタンユニットの複数の操作ボタンのうち、異なる二つ
以上の操作ボタンにおいて抵抗の合成抵抗値が互いに異なる。このため、いずれか１つの
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ボタンを押したときだけでなく、複数のボタンを同時押ししたときの機能も設定すること
ができる。また、アタッチメントは、伸縮自在のケーブルを介してコネクタあるいはコネ
クタ機能を有する操作ボタンに接続され、該アタッチメントには、施術者の腕に該アタッ
チメントを固定することができるアームバンド等の固定具が設けられている。
【０００９】
　あるいは、アタッチメントは、操作ボタンとしてメンブレンスイッチを採用したボタン
パネルであるか、操作ボタンとしてタッチセンサを採用した液晶タッチパネルである。こ
のため、操作部におけるボタン操作の柔軟性を高めることができる。さらに、電子内視鏡
は、プロセッサ内の画像処理部により生成された画像信号を基に画像サイズを変更する信
号処理部を備え、液晶タッチパネルは、該信号処理部により画像サイズが変更された撮像
画像を表示する。これにより、モニタを確認することなく液晶タッチパネルに表示される
ボタンを操作して種々の処理を実行することができるため、従来のボタンを用いる場合に
比べて施術時の作業効率を高めることができる。また、従来は補助者によらなければ困難
であった施術中のプロセッサの設定変更も、液晶タッチパネルの操作によって行うことが
できる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の電子内視鏡によれば、操作部に設けられた操作ボタンをコネクタとして利用し
、操作ボタン機能を増設することにより、操作ボタンに割り当てられる機能を単純化しな
がらも、操作ボタンによって実行できる処理を増やすことができる。従って、電子内視鏡
のボタン操作を多様化させると共に、ボタン操作に不慣れな施術者でも、簡単にボタン操
作を行えるので、ボタン操作の利便性を高めることができる。また、ボタンパネルや液晶
タッチパネルを用いることで、ボタン機能の視認性が向上し、より円滑な施術を促すこと
ができる。さらに、必要に応じて液晶タッチパネルをサブモニタとしても利用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態における電子内視鏡の操作部にボタン機能を有するアタッチメ
ントが取り付けられた電子内視鏡システム全体の概略構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態におけるボタン機能を有するアタッチメントの回路を示す模式
図である。
【図３】本発明の実施形態における電子内視鏡の操作部及びボタン機能を有するアタッチ
メントの使用状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態における電子内視鏡の操作部の増設ボタンに
ついて説明する。なお、複数の図にまたがって同じ部材を示す場合は同じ番号を付すこと
とする。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態における電子内視鏡の操作部にボタン機能を有するアタッチ
メントが取り付けられた電子内視鏡システム全体の概略構成を示すブロック図である。電
子内視鏡システム１は、患者の体腔内の観察対象部位を撮像するための電子内視鏡２、電
子内視鏡２に接続されるプロセッサ３、及び電子内視鏡２によって撮像された画像を表示
するモニタ４から構成される。
【００１４】
　電子内視鏡２の挿入部の先端には、集光レンズ等からなる対物光学系５と、該対物光学
系によってその受光面に結像された体腔内の観察対象部位を画像信号に変換するためのＣ
ＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor
）等の撮像素子６が備えられている。また、施術者により操作される操作部には、施術者
により各種操作が入力されるボタン群７、アングルノブ（図示せず）、処置具挿入口（図
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示せず）等が設けられている。処置具挿入口は、内視鏡の挿入部の先端に設けられている
処置具用開口（図示せず）に通じている。施術者は、処置具挿入口から鉗子等の処置具を
挿入し、内視鏡の挿入部内に設けられた処置具挿通チャンネル（図示せず）を通じて処置
具用開口から処置具を出没させ、体腔内の組織を採取する等の処置を行う。アングルノブ
は、その回動操作に応じて挿入部の先端領域を湾曲させる。また、ボタン群７の操作によ
り、観察対象部位への送気や送水、体液等の吸引、テレビモニタ上の画面の静止（フリー
ズ）、白色光観察／特殊光観察の切り替え、測光パターン（平均測光やピーク測光）の切
り替え、画像記録媒体への観察対象部位の静止画像や動画の記録等、種々の処理を行うこ
とができる。アングルノブやボタン群７は、操作部を把持する手の指で操作できる位置に
それぞれ設けられている。
【００１５】
　電子内視鏡２の基端部、すなわちプロセッサ３との接続部には、撮像素子６の駆動制御
ならびに撮像素子６によって撮像された画像の画像信号に対して信号処理を行う信号処理
部８が設けられている。さらに、体腔内を照明するための照明光を伝播するライトガイド
９が、電子内視鏡２の接続部から挿入部内に挿通され、その照明光出射端は、挿入部先端
まで延びている。
【００１６】
　プロセッサ３は、電子内視鏡２に照明光を供給する光源部１０、電子内視鏡２によって
生成された画像信号に所定の信号処理を行う画像処理部１１、各部を制御するシステムコ
ントローラ１２を備える。光源部１０は、ハロゲンランプやキセノンランプや白色ＬＥＤ
等の光源、光源の光をライトガイド９の入射端に集光する集光レンズ、光源とライトガイ
ド９との間に設けられ光源からの白色光を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の光に順次色分
解するためのカラーフィルタ、画像信号をフレームメモリに書き込む際のタイミングパル
スや垂直同期信号に同期してカラーフィルタが回転するようにカラーフィルタの速度と位
相を制御するためのカラーフィルタ回転制御回路、照明光の光量を調整するための光量絞
り、光量絞りを制御する回路等を有し、面順次方式にて照明光を生成する（なお、図１に
は、対物光学系５以外の構成は図示されていない。）。なお、面順次方式の代わりに同時
方式の撮像方式を採用しても良い。すなわち、光源の白色光をそのままライトガイドに集
光して伝送させて観察対象部位に照射し、撮像素子６上にオンチップ化された補色フィル
タによって補色信号を分離し、この補色信号をＲＧＢの原色信号に変換して、この原色信
号を色差マトリクスによって色差信号Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙを得ることができる。
【００１７】
　システムコントローラ１２は、タイミングコントロール機能等を含み、プロセッサ３の
みならず、電子内視鏡システム１の駆動制御や同期を図るための回路部である。また、シ
ステムコントローラ１２は、電子内視鏡システム１における各種設定を記憶する不揮発性
メモリを有する。さらに、プロセッサ３は、上記各部に電源電圧を供給する電源回路１３
を備えている。電源回路１３から供給される電源電圧は、図１に二重線の矢印にて示され
るように、システムコントローラ１２を介して電子内視鏡２の信号処理部８にも供給され
る。
【００１８】
　電子内視鏡システム１では、まず、システムコントローラ１２の制御の下、プロセッサ
３の光源部１０にて発生される照明光が、ライトガイド９を伝搬して電子内視鏡２の挿入
部先端から体腔内へ射出される。体腔内の観察対象部位で反射した照明光は、対物光学系
５を通って撮像素子６に入射する。撮像素子６では、入射光の光量に応じて蓄積された電
荷から画像信号が生成され、信号処理部８に送られる。信号処理部８では、撮像素子６か
らの画像信号に対して所定の画像処理が行われ、プロセッサ３にてＲＧＢ形式の画像信号
が生成される。信号処理部８で生成された画像信号は、プロセッサ３の画像処理部１１に
送信される。そして、画像処理部１１では、画像信号に所定の処理を施して、モニタ４で
の表示に適したビデオ信号が生成される。そして、画像処理部１１からモニタ４にビデオ
信号が送信され、モニタ４は受信したビデオ信号に基づく画像を表示する。施術者は、モ
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ニタ４に表示される画像を確認しながら体腔内の部位の観察を行う。
【００１９】
　プロセッサ３の操作パネル１４には、現在の電子内視鏡２の操作状況や観察画像の処理
状況を示す情報が表示される。また、操作パネル１４に設けられたパネルスイッチを操作
することにより、システムコントローラに対して電子内視鏡２の操作部のボタン群７に割
り当てる機能を指定することができる。ボタン群７のうちの１つのボタンが、ボタン機能
とコネクタ機能を兼用しあるいはコネクタ７ａに置き換えられ、３つのボタンが並んだボ
タンユニット１５が増設ボタンとしてケーブルを介してコネクタ７ａに接続されている。
なお、このようなコネクタ７ａとしては、例えば、ヒロセ丸型コネクタＨＲ２５Ａ等を用
いることができる。
【００２０】
　図２は、ボタンユニット１５の回路を示す模式図である。ボタンユニット１５の３つの
ボタンにはそれぞれスイッチＳＷ１～ＳＷ３が設けられている。また、スイッチＳＷ１～
ＳＷ３には、それぞれ抵抗値が異なる抵抗Ｒ１～Ｒ３が接続されている。抵抗Ｒ１～Ｒ３
は直列に接続されている。ボタンユニット１５には、プロセッサ３の電源回路１３の電源
電圧がシステムコントローラ１２及び信号処理部８を経由して供給される。図２は、どの
ボタンも押されておらず、いずれのスイッチＳＷ１～ＳＷ３も閉じていない状態を示す。
ここでスイッチＳＷ１に対応するボタンを押した場合、スイッチＳＷ１が閉じ、電流は抵
抗Ｒ１に流れず、スイッチＳＷ１を経由して抵抗Ｒ２，Ｒ３に流れる。このときボタンユ
ニット１５の合成抵抗値はＲ２＋Ｒ３となり、オームの法則からボタンユニット１５にお
ける出力電圧が求まる。各抵抗Ｒ１～Ｒ３の抵抗値は異なるため、スイッチＳＷ１～ＳＷ
３のいずれかが閉じられたときの出力電圧はそれぞれ異なる。従って、システムコントロ
ーラ１２によって、この出力電圧に基づいてどのスイッチが閉じられたか、ひいてはどの
ボタンが押されたかを把握することができる。
【００２１】
　また、いずれか２つの抵抗の抵抗値の和が残りの１つの抵抗の抵抗値と等しくならない
ように設定することにより、２つのボタンを同時に押したときに、どのボタンが同時に押
されたかを把握することもできる。従って、いずれか１つのボタンを押したときの機能の
みならず、ボタンを同時押ししたときの機能も設定することができるため、ボタン機能の
拡充及び柔軟性の向上を図ることができる。押すボタンと機能との組み合わせは、操作パ
ネル１４等を用いてシステムコントローラ１２に記憶させることができる。あるいは、シ
ステムコントローラ１２内のボタン操作に関するプログラムを書き換えることにより、ボ
タンの機能を変更することも可能である。
【００２２】
　さらに、図１に示すように、液晶タッチパネル１６を増設ボタンとしてケーブルを介し
てコネクタ７ｂに接続することもできる。液晶タッチパネル１６は、抵抗膜方式、音響パ
ルス認識方式、赤外遮光方式、画像認識方式等の位置検出を採用したタッチパネルを備え
る。また、プロセッサ３の画像処理部１１により生成された画像信号を電子内視鏡２の信
号処理部８によって画像サイズを適宜変更して液晶タッチパネル１６に表示することもで
きる。これにより、従来では電子内視鏡２の操作部のボタン数が少ないために操作部から
は実行できなかった電子内視鏡システム１における処理を、良好な操作性を確保しつつ実
行することができる。さらに、画像をモニタ４だけでなく手元の液晶タッチパネル１６で
も表示することができるため、より円滑な施術を促すことができる。なお、画像サイズを
変更する信号処理部は、操作部側に設けても良い。
【００２３】
　ボタンユニット１５や液晶タッチパネル１６の他に、図示しないものの、防塵性、防滴
性、防水性に優れるメンブレンスイッチを採用したボタンパネルを増設ボタンとして使用
することもできる。この場合も、１つのパネルで複数の機能を簡単に実行することができ
るため、従来のボタン構造よりも視覚的に使いやすく、操作性及び利便性も向上する。
【００２４】
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　図３は、電子内視鏡２の操作部にボタンユニット１５あるいは液晶タッチパネル１６を
接続して用いる場合の概略を示す図である。施術者は、電子内視鏡２の操作部を把持する
手の上腕又は前腕、図３の場合は左腕の前腕に、アームバンド等の固定具によってボタン
ユニット１５を固定する。ボタンユニット１５は伸縮自在の蛇腹ケーブル１７によってボ
タン群７のコネクタ７ａに接続されている。施術者は、空いている手、ここでは右手で、
電子内視鏡２の挿入部を把持したり、ボタンユニット１５（あるいは液晶タッチパネル１
６）のボタン操作を行ったりする。なお、電子内視鏡２の操作部を把持する手の腕とは反
対の腕にボタンユニット１５を固定して用いても良く、どちらの腕にボタンユニット１５
を固定するかは施術者が任意に決定することができる。
【００２５】
　以上が本発明の実施形態に関する説明である。上記では、ボタンユニットのボタン数が
３の場合について説明したが、任意の数のボタンを採用することができる。そして、ボタ
ンを１つのみ押した場合と複数のボタンを同時に押した場合とで、各場合の合成抵抗値が
重複しないように各ボタンに対応する抵抗値を設定することにより、上記と同様に、ボタ
ンの１つ押しだけでなく同時押しの場合の機能もボタンユニットに割り当てることができ
る。また、システムコントローラにおいて、ボタンユニットの抵抗値の変化を電圧の変化
ではなく電流の変化から把握するように構成しても良い。
【００２６】
　ボタンユニット、液晶タッチパネル、ボタンパネルを使用しない場合は、コネクタに防
水・防塵用の保護キャップを装着することにより、コネクタの絶縁性を確保することがで
きる。また、コネクタにタクトスイッチ等のボタンを取り付けることにより、従来と同様
の単一のボタンとして機能させることもできる。そして、上記の実施形態において、図１
では、ボタンユニット、液晶タッチパネルを併用する場合を示しているが、ボタンユニッ
ト、液晶タッチパネル、ボタンパネルを組み合わせて使用するか、ボタンユニット、液晶
タッチパネル、ボタンパネルのいずれか１つのみを使用するかは、任意に決定することが
できる。さらに、コネクタにサブディスプレイを接続して、体腔内の部位を観察し易くし
つつ施術を行うこともできる。
【符号の説明】
【００２７】
２　　電子内視鏡
７　　ボタン群
７ａ，７ｂ　　コネクタ
８　　信号処理部
１５　　ボタンユニット
１６　　液晶タッチパネル
Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３　　抵抗
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